
救
援
物
資
を
空
輸

　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
中
国
地
質
被
災
地
へ

　
中
国
営
聊
循
北
西
部
の
震
災

被
災
者
救
援
の
た
め
、
ア
ジ
ア

医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
へ

本
部
岡
山
市
柳
津
）
が
チ
ャ
ー

タ
ー
し
た
貨
物
機
が
十
一
日
、

医
薬
品
な
ど
の
救
援
物
資
を
積

ん
で
岡
山
空
尼
（
同
市
日
応
寺
）

か
’
り
中
国
へ
向
か
っ
た
。
岡
山

空
港
で
は
昨
年
六
月
の
ロ
シ
ア

・
サ
ハ
リ
ン
地
震
救
援
に
次
い

で
二
回
目
。

　
搭
載
し
た
の
は
、
抗
生
物
質

や
点
滴
の
セ
ッ
ト
な
ど
の
医
療

物
資
や
衣
料
品
、
毛
布
、
懐
中

慧
灯
、
靴
な
ど
計
約
十
六
ク
。

も
感
動
し
た
。
被
災
者
に
代
わ

っ
て
感
謝
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
救
援
物
資
は
、
岡
山
県
下
の

宗
教
団
体
や
大
学
、
国
際
協
力

団
体
、
企
業
、
阪
神
大
震
災
の

被
災
他
の
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
や
自
治
体
な
ど

今
回
は
医
療
チ
ー
ム
な
ど
の
ス

タ
ッ
フ
は
派
遣
せ
ず
、
物
資
の

み
を
空
輸
。
貨
物
機
は
中
国
・

上
海
経
由
で
被
災
地
に
近
い
雲

雨
循
の
毘
明
に
向
か
い
、
同
省

政
府
に
救
援
物
資
を
渡
す
。

　
同
根
の
任
志
篤
機
長
？
）
は

　
「
岡
山
県
民
ら
の
心
の
こ
も
っ

た
救
援
物
資
提
供
な
ど
に
と
て

約
二
十
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
。
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ご
百
の
地
震

発
生
以
後
、
救
援
活
動
を
展
閥

こ
れ
ま
で
に
第
一
、
第
二
障
で

計
ハ
人
を
中
国
に
派
遣
。
第
一

陣
で
昆
明
入
り
し
帰
国
し
た
岩

申一に向かうチャーター機に積み込まれる医薬品

永
資
降
医
師
（
一
£
了
岡
山
市
＝

は
「
骨
折
や
首
の
脱
き
ゅ
う
の

患
者
が
昆
明
の
病
院
に
運
ば
れ

て
い
る
。
被
災
地
で
は
医
師
は

多
い
が
、
医
薬
品
な
ど
が
不
足

し
て
い
る
状
況
だ
」
と
話
し
た
。
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毛な敏捷物資四

　
　
四
川
省
で
は

　
　
豪
雪
救
援
へ

　
中
国
四
川
省
で
豪
雪
に
よ

」

約
二
十
万
人
が
孤
立
し
て
い
る

と
の
情
報
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
十
一

日
、
医
薬
品
な
ど
の
救
援
物
資

の
空
輸
や
医
療
チ
ー
ム
派
遣
を

決
め
た
。

　
計
画
で
は
、
広
島
Ｉ
中
国
・

西
安
の
定
期
航
空
便
な
ど
で
縮

緬
。
現
地
で
は
軍
の
飛
行
機
に

よ
る
投
下
で
被
災
者
に
物
資
を

届
け
る
ほ
か
、
震
災
被
災
者
救

援
の
た
め
雲
南
循
・
見
明
に
い

る
医
療
チ
ー
ム
の
一
部
を
四
川

省
に
派
遣
す
る
。
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